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	活性化転写因子4 (ATF4) Homo sapiens この遺伝子は、HTLV-1のLTRにあるtax応答性エンハンサーエレメントに結合できる、広く発現している哺乳類DNA結合タンパク質として最初に同定された転写因子をコードしています。コードされているタンパク質はまた、cAMP応答エレメント結合タンパク質2 (CREB-2) として単離され、特徴付けられています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、AP-1ファミリーの転写因子、cAMP応答エレメント結合タンパク質 (CREB)、およびCREB様タンパク質を含むDNA結合タンパク質ファミリーに属します。これらの転写因子は、DNA結合ドメインとして機能する一連の塩基性アミノ酸のC末端に位置し、タンパク質間相互作用に関与するロイシンジッパー領域を共有しています。同じタンパク質をコードする2つの代替転写産物が記載されています。2つの偽遺伝子は、大きな逆位重複を含む領域のX染色体q28に位置しています。[providfunction:転写活性化因子。多くのウイルスおよび細胞プロモーターに存在する配列であるcAMP応答配列（CRE）（コンセンサス配列：5'-GTGACGT[AC][AG]-3'）に結合する。HTLV-Iの長末端反復配列（LTR）中のTax応答性エンハンサー配列に結合する。,類似性：bZIPファミリーに属する。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,細胞内局在：海馬ニューロン樹状突起膜においてGABBR1と共局在する。,サブユニット：GABBR1のC末端bZIPドメインのロイシンジッパーを介して、GABBR1のC末端領域と相互作用する。GABBR2のC末端領域と相互作用する（類似性による）。ホモまたはヘテロ二量体としてDNAに結合する。CEP290のN末端領域と相互作用する。,
	研究分野
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	CREB-2ポリクローナル抗体を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析

